
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事業は、高知医療センター・高知県立大学包括的連携事業看護福祉部会と 

高知県立大学看護学部シミュレーション教育PT が合同で主催するものです。 

 今年度の学習会は、シミュレーション教育の評価に焦点を当てて開催いたします。 

学習者が学習目標に到達したかどうかを知るための評価、学習者自身の自己評価、学習支援者の

実践の評価、教育プログラムとしての評価と、様々なテーマがあります。よりよい教育実践を考える

ためには評価は不可欠です。 

 日頃考えていることや悩んでいることを参加者の皆様と共有し改善に向けてともに考える機会とし

たいと思います。教育にまつわるあれこれを持ち寄って、一緒に考えましょう。 

 皆様のご参加をお待ちしております。 

万代康弘先生のご紹介 

 岡山大学病院 消化管外科, 低侵襲治療センター /岡山大学医療教育統合開発センター 副センター長 

 MoMo Sim, Muscat Sim Program Director/ハワイ大学 SimTiki シミュレーションセンターAssistant Researcher 

岡山大学病院での活動は、医学部の教育にとどまらず、診療科や部門を超えてシミュレーション教育を広げ、さらには日本におけ

るシミュレーション教育を推進しています。 

 

参加申し込み、お問い合わせは下記までお願いいたします。 

お問い合わせ先：高知県立大学看護学部 大川宣容  

電話＆Fax：088−847−8703 

E-mail:okawa@cc.u-kochi.ac.jp 

シミュレーション教育事例検討会 2017 

シミュレーション教育の評価 

テーマ：シミュレーション教育の評価 
 日時：９月 18 日（月曜日）9 時〜16 時 00 分 

 場所：高知県立大学池キャンパス F206 

 参加費：無料 

 講師：万代康弘先生（岡山大学医療教育統合開発センター） 


